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常歩時におけるウマおよび騎乗者の加速度に及ぼす

　　　　　　　　　ウマの品種と馬場の影響

岡本敬子・松井寛二・竹田謙一

　信州大学農学部食料生産科学科

要　　　約

　シェトランド，木曽馬および木曽馬とフレンチトロッター種との半泣馬（半血馬という）を用いて，3種

類の馬場（砂馬場，芝，アスファルト）で乗馬した時の騎乗者とウマの加速度を記録した。各実験ともに乗

馬は常北を引き馬で，同じスピードで行った。ウマの加速度において，上下方向の加速度波形の変化は砂馬

場で小さく，緩やかで規則的であった。ウマのピーク加速度値は，上，下，前，後，左，右の全ての方向で

品種の違いによる有意な差が認められた。ウマのピーク加速度値は，下，前，後方向において馬場の違いに

よる有意な差が認められ，すべての方向において，砂馬場で最も小さな値となった。騎乗者のピーク加速度

値は，右以外の全ての方向で品種による有意な差が認められ，上，下，前，後方向では，木曽馬が最も小さ

くなった。シェトラソドと木曽馬は半血馬に比べてバランスがとりやすく，木曽馬はシェトラソドよりも乗

馬しやすいと考えられた。
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緒 言

　障害者乗馬において，乗馬は騎乗している障害者

の身体的あるいは精神的改善効果をもたらすと言わ

れている。その要因の1つとして，ウマが歩くこと

によって作り出される揺れが挙げられる。その揺れ

ば，鞍を通して騎乗者の骨盤に伝達されるが，揺れ

の大きさはウマの品種や馬場の種類によって大きく

影響される1・2，3・7）。

　障害者に乗馬の機会を与えるNPO団体である

RDA　Japanでは，障害者乗馬に使用しているウマ

の品種として，シェトランド，木曽馬，北海道和種

馬，ハフリソガー，クリオージョ，サラブレッド等

を挙げている。亀山・興津4）は全国的規模のアン

ケート調査を行い，障害者乗馬に使用されているウ

マの35％がシェトランドポニーであったことを報告

している。現在では，障害者乗馬は日本各地で行わ

れているが，各施設や乗馬会場の事情により，砂や

芝，アスファルト等，様々な馬場で行われているの

が現状である。障害者乗馬をわが国に普及させるた

めにも，障害者乗馬に使用されているウマの品種の

運動特性やウマの揺れに及ぼす馬場の影響などの

データの蓄積が必要である。しかし，これまで騎乗

者の揺れの大きさに及ぼす馬場やウマの品種の影響

を調べた報告は少ない。

　障害者乗馬の内容や乗り手となる障害者の障害の

程度も多種多様であるので，より効果的な乗馬を行

うためには，それらの目的と乗り手に合わせたウマ

を選ぶことが重要であると指摘している①。また障

害者乗馬は，主として常歩を引き馬で実施されてい

るので，常歩時のウマの揺れに関する情報を収集す

ることが必要である。したがって，障害者乗馬に使

用されているいろいろな品種のウマの揺れの特徴を

知ることは，様々な症状をかかえる障害者に適した

ウマを選定するための重要な情報になると考えられ

る。そこで本研究では，乗馬時の揺れの大きさの指

標として加速度を用い，引き馬で常歩時のウマおよ

び騎乗者の揺れに及ぼす良種と馬場の影響を調べた

ので報告す鵜
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材料および方法

1）実験場所，供試馬および騎乗者

　実験は，伊那ハーレンバレー　パカパカ塾（長野

県上伊那郡箕輪町）および木曽馬トレッキングセン

ター（長野県木曽郡開田村）で実施した。供試馬は，

各施設で飼養管理されているウマの中から，パカパ

カ塾ではシェトランド4頭，木曽馬トレッキングセ

ンターでは木曽馬（木曽種）5頭と，木曽種とフレ
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ンチトロッター種との半血馬（以下，半血馬と略

す）3頭を選んだ。供試馬の体高（平均±SD）は

シェトラソドが108．1±5．5cm，木曽馬が129．3±3．4

cm，半血馬が145．0±1．8cln，体重は木曽馬が

386．6±：35．3kg，半下馬が454．0±6．1kgであった。

体高は3品種間で有意な差がみられた（P〈0．01）。

体重は木曽馬と半血馬間で有意な差がみられた

（P＜0．05）。またシェトランドは牝1頭，せん馬

3頭，14．8±8．5歳，木曽馬は牝4頭，せん馬1頭，

12．2±7．8歳，半血馬は牝3頭，4．7±0．6歳であっ

た。

　両施設の実験とも，砂，芝，アスファルトの3種

類の馬場について，傾斜のない平坦な直線路（250

m）で行った。また乗馬を数回経験したことのある

女子学生1名（信州大学農学部生，体重45kg）を騎

乗者として選んだ。そして，供試馬には鞍および手

綱を装着した後，砂，芝，アスファルトの3種類の

馬場で，3品種とも常歩を引き馬で各1分問行った。

ウマの扱いに手馴れた1名の学生がすべての実験で

リーダー（ウマを引く人）を担当し，3品種3馬場

の実験においてウマを引く速度を一定に保った。

2）加速度計測

　2台の3方向加速度記録計（YG－550　山佐時計

計器製）を用いて騎乗者とウマの加速度を同時記録

した。加速度センサー（4G用，20×30×15111m，16

g）は騎乗者の右腰部と供試馬のき黒部に固定し，

2つの記録部（データロガ，70×120×251nm，185

g）を騎乗者の腰に携帯させた。そして，乗馬開始

から乗馬終了まで1分間連続してウマおよび騎乗者

の加速度を記録した。加速度の記録方法の詳細につ

いては，前報5）に示してある。

　このデータロガは上下，前後，左右の各方向に対

して毎秒100個のデータを記録できる。得られた

データを連続してプロットし加速度波形として図示

し，その波形をもとにウマの歩様が最も安定してい

た10秒間のデータを解析用データとして任意に抽出

した。そのうち，1完歩の中で最も大きいピーク値

を平均した値を加速度のピーク加速度値（単位：

G）として算出し，解析に用いた。

　統計解析には，品種と馬場を要因とした反復測定

2元配置分散分析を用いた。

結果および考察

1）ウマの加速度波形とピーク加速度値

　上下方向のウマの加速度波形は，3品種とも同様

な傾向を示したため，木曽馬1頭の各馬場における
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図1　木曽馬による3種類の馬場でのウマの上下方向

　　の加速度波形（10秒間）

10秒間の上下方向のウマの加速度波形を図1に示し

た。常歩時において，ウマの上下方向の加速度の波

形が2峰性を示すことを報告している鋤。本実験に

おいても3品種ならびに3馬場において2峰性の波

形が確認された。上下方向の加速度波形の変化は砂

馬場において最も小さく，緩やかで規則的であった。

一方，芝では鋭い波形が不規則に出現した。アス

ファルトでは加速度波形は鋭くなったが，芝と異な

り規則的であった。

　蹄が地面に衝突した時に加速度波形は鋭くなり，

地面が硬いほど，波形は鋭く，大きくなった。本実

験を行った芝は馬場としてほとんど整備されておら

ず，表面が硬く凹凸が多く存在していた。このよう

な馬場状態の不良が芝におけるウマの上下方向の加

速度に突発的かっ急激な増加を生じさせたものと考

えられた。一方，砂馬場は整備されており，不整な

芝やアスファルトに比べて軟らかく弾力性に富んで

いることから，㌦ ・n時の衝撃を緩やかに吸収したた

め，砂馬場での加速度波形は緩やかになったと考え

られた。

　ウマのピーク加速度値は，上，下，前，後，左，

右の全ての方向で品種の違いによる有意な差が認め

られた（図2，P＜0．01）。上，下，前，後方向で
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図2　3品種のウマによるウマの上下，前後，左右方

　　向のピーク加速度値（平均値±SD）
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図3　3種類の馬場でのウマの上下，前後，左右の

　　ピーク加速度値（平均値±S，D）

は3品種の中でシェトランドが最も大きくなったが，

左右方向ではシェトランドが最も小さかった。3品

種の中で最も体高の低いシェトラソドは木曽馬，半

血馬と比較して，歩幅が狭く，同距離を歩いた時の

歩数が多くなる。加速度波形より10秒間の完歩数を

算出した結果，シェトランドは平均10完歩，木曽馬

は7完歩，半些些は6．5完歩であり，シ手トランド

の完歩数が最も多かった。その結果，蹄が着地する

ことによって生じる衝撃の頻度が多くなるとともに，
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図4　木曽馬による3種類の馬場での騎乗者の加速度

　　波形（10秒間）

速度の変化が頻繁に起こることから，上下，前後方

向の加速度が大きくなったのではないかと考えられ

た。また，シェトランドは3品種の中で最も体高が

低いことから，地面から体の重心までの距離は短く，

より安定していると考えられることから，左右の揺

れが小さかったのではないかと推察された。

　一方，ウマのピーク加速度値は，下（P〈0．05），

前（P＜0．05），後（P＜0．01）方向において馬場

の違いによる有意な差が認められるとともに，すべ

ての方向において，砂馬場で最も小さな値となった

（図3）。蹄が受ける衝撃の大きさはアスファルト

上で最も大きく，砂やおがくず上で小さかったとい

う報告もあり1・2・3・7），各馬場において異なったウマの

加速度の大きさは，着地時に蹄が受ける衝撃の反動

として現れた結果と考えられる。以上より，砂馬場

は不整な芝やアスファルトと比較して，蹄が受ける

衝撃は小さいと同時に，騎乗者に対しても衝撃が小

さく，乗り心地が良く，乗馬初心者でも恐怖感の少

ない馬場であると推察された。また，アスファルト

や凹凸のある不整な芝は，着地時の加速度が大きく，

衝撃が強いことから，ウマへの負担が大きくなると

考えられた。
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図5　3品種のウマによる騎乗者の上下，前後，左右

　　方向のピーク加速度値（平均値±SD）

2）騎乗者の加速度波形とピーク加速度値

　木曽馬に乗馬した時の各馬場における10秒間の上

下方向の騎乗者の加速度波形を図4に示した。この

図は，図1に示したウマに乗馬した時のほぼ同時刻

の騎乗者の加速度波形である。騎乗者の加速度波形

には，ウマの波形ほど，3種類の馬場問に明瞭な違

いは認められなかった。これは，騎乗者が数回の乗

馬経験者であったにもかかわらず，馬上という不安

定な状態で，ウマの歩様に合わせつつ，一定の体勢

を保持しようとしたためではないかと考えられた。

また砂馬場の上下の振れ幅はアスファルトおよび芝

よりも明らかに小さかった。

　騎乗者のピーク加速度値は，右以外の全ての方向

で品種による有意な差が認められた（図5，P＜

0．05）。上，下，前，後方向では，木曽馬が最も小

さくなった。また，シェトランドおよび木曽馬では，

全方向において，騎乗者のピーク加速度値はウマよ

りも小さくなった。一方，ウマとは異なり，騎乗者

のピーク加速度値は全ての方向で馬場の違いによる

有意な差が認められなかった（図6）。このことか

らも，シェトランドと木曽馬では，騎乗者がウマか

ら伝わってくる揺れをより多く吸収していたと考え
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図6　3種類の馬場での騎乗者の上下，前後，左右の

　　ピーク加速度値（平均値±S．D）

られた。シェトランドと木曽馬の体高は，それぞれ

108．1cln，129．3cn1であり，半日馬に比べてそれぞれ

36．9cm，15．7Cm低く，さらに騎乗者の学生は普段か

ら運動している体重45kgの女子学生であったので，

シェトランドと木曽馬は半血馬に比べて比較的バラ

ンスがとりやすく，わずか数回の乗馬経験者でも，

ウマから伝わる揺れをコントロールすることができ

たと考えられた。またシェトラソドよりも木曽馬で

の騎乗者のピーク加速度値が小さいことから，木曽

馬はシェトラソドよりも乗馬しやすく恐怖感も少な

いと考えられた。

　以上のように，加速度波形からは，馬場の種類に

よって着地時にウマおよび騎乗者が受ける衝撃の違

いを，ピーク加速度値からは，3品種の揺れの大き

さや歩様の特徴の一端を把握することができた。本

実験の騎乗者は健常な成人であったが，一般に障害

者乗馬は児童を中心に実施されているので，今後児

童を対象にしたこの種のデータの蓄積が必要であり，

障害者の障害の程度や種類，身長や体重，さらに乗

馬技能の上達度に合わせてウマを選ぶことが，障害

者乗馬の効果をより一層高めると考えられた。
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The influences of horse breed and riding grounds on the accelerations

　　　　　　　　　　　　　　　　　of horse and rider during a walk

　　　　　　　　　　　Keiko OKAMOTO, Kanji MATSUI and Ken-ichi TAKEDA

Department of Food Production Science, Faculty of Agriculture, Shinshu University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The　accelerations　of　horse　and　rider　was　recorded　during　hand－lead　walks　on　sand，1awn　and　asphalt，

hsillg　Shetland　and　Kiso　horses　and　a　cross－breed　of　Kiso　and　French　Trotter．　Each　experiment　was

carried　out　with　a　hand－lead　walk　at　a　similar　speed．　At　the　acceleration　of　the　horse，　the　challges　in　up

and　down　directions　were　smailest，　sbwest　and　most　regular　o17　sand　in　comparison　with　lawn　and

asphalt．　III　all　direction　of　up，　down，　forwards，　back，　right　and　left，　the　peak　acceleratiorl　value　of　the　horse

showed　a　signi丘cant　difference　among　the　three　breeds．　In　the　directions　of　down，　forwards　and　back，　the

peak　acceleratioll　value　of　the　horse　showed　significant　dif£erences　between　sand，　lawn　and　asphalt，　and

these　values　in　all　directiqns　were　smallest　on　salld」n　the　all　directioll　except　right，　the　peak　acceleration

value　of　the　rider　showed　a　significallt　difference　among　the　three　breeds，　and　those　in　up，　down，　forwards

alld　back　directiolls　in　the　Kiso　horse　were　smallest．　It　was　thought　that　it　was　easiest　for　the　rider　to　keep

his　balance　on亡he　Shetland　alld　Kiso　horses　in　comparison　with　the　cross－breed，　and　also　tha亡亡he　Kiso

horse　was　easier　to　ride　than　the　Shetland．

Key　word：Kiso　horse，　Shetland　pony，　cross－breed　of　Kiso　and　French　Trotter，　rider，

　　　　　　　　　1皿easurelnellt　of　acceleratio11，　riding　ground


